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Ⅰ．目的
中国における知的障害教育カリキュラムは、1980 年代から

今日まで、①通常小中学校の教材をそのまま使用、②全国で

統一的に編集された教材の使用、③知的障害特別支援学校（中

国では培智学校と呼ぶ、以下、培智学校）は自ら開発した学

校ベースカリキュラムの使用、④培智学校の義務教育カリキ

ュラム基準（2016 年版）に基づくカリキュラムと学校ベース

カリキュラムの総合的併用という 4 段階を経て発展してき

た。特に、培智学校の教育対象が、軽度知的障害から、中重

度知的障害、自閉症や脳性麻痺などを合わせ有する多様な障

害へ変化し、通常の小中学校の教育カリキュラムをそのまま

適用したり、知的障害の単一障害型教育カリキュラムを適用

することなどが不適切であることが明らかになった（傅・莫・

肖，2016）。このような状況を受けて、多様な教育対象に対応

でき、学校や地域の特色に応じる学校レベルのカリキュラム

が開発・実践され始めた(郁，2005)。

そこで、本研究では、中国における知的障害教育カリキュ

ラムに関する文献を収集し、特に、学校レベルのカリキュラ

ム（学校ベースカリキュラム）に関する研究を概観し、学校

ベースカリキュラムの現状と課題を明らかにすることを目的

とした。

Ⅱ．方法
1.文献検索・収集方法
中国知網（www.cnki.net）にて、「培智学校（知的障害特別

支援学校）」「知的障害」「弱智児童（知的障害児）」「課程」を

キーワードにして検索を行い（例：培智学校＋課程）、中国に

おける知的障害教育カリキュラムに関する学術論文を選定し

た。その後、選定された文献を精読し、本研究に関連が認め

られない文献を除外し、計 57 件を知的障害カリキュラムに関

する対象文献とした。文献は、1998 年から 2020 年までに刊

行されたものであった。

2.学校レベルのカリキュラム研究への焦点化と分析の観点
対象文献 57 件のうち学校レベルのカリキュラムについて

取り上げた文献が 20 件と最も多かった。これら 20 件のうち、

学校全体でのカリキュラムマネジメントを取り上げた 14 件

の文献を抽出し、学校ベースカリキュラムの①意義、②理念

と目標、③内容と開発形態、④問題と課題の各観点について

整理した。

Ⅲ．結果
学校ベースカリキュラムの 20 件文献のうち、著者の所属か

ら分類すると、大学教員であるものが 10件、培智学校教員で

あるものが 10 であった。また、研究範囲から分類すると、学

校ベースカリキュラム全体に関する研究が上述の通り 14 件、

カリキュラムの 1 側面に焦点を当てた研究が 6件であった。

これらの 1 側面的研究は、社会参加、情報技術、リハビリ・

機能訓練、社会適応、職業教育、労働技能に関するカリキュ

ラム開発と実施であった。

Table 1 は、全体的研究の 14 件について、各観点で整理し

た結果の概要を示したものである。

知的障害教育の意義は、主に生徒の発達の多様性を尊重し、

知的障害のある生徒の生きる力と成長発達のニーズを満たす

ことにあるととらえられていた。

学校ベースカリキュラムは、「児童生徒を基本とする」や「生

活即教育」などでその理念が表され、すべての児童生徒の成

長・発達と生きる力の育成が目標とされていた。

カリキュラムの内容と開発形態についてみると、内容と開

発形態は、各学校において、さまざまであるが、教科知識の

強調から、生活化、適応性、統合性重視の方向性に変化して

いることが確認された。

学校ベースカリキュラムの課題は、学校内での一貫したリ

キュラム開発体制が欠如していることや学校間の協力と共有

意識が希薄であることなどが挙げられた。また、研究事態が

実践研究に集中し、理論研究が不足している点が挙げられた。

Ⅳ．考察
中国における知的障害教育カリキュラムの研究は様々な視

点から行われ、学校レベルのカリキュラムと新カリキュラム

基準の解釈を中心に展開してきた傾向がみられた。培智学校

は学校レベルのカリキュラム開発を重視しており、自ら研究

開発したり、他校のカリキュラムモデルを参考して開発した

りしている。学校レベルのカリキュラムの教育理念と目標は

基本的同じであり、構成や形態などは異なるが、内容の重複

は多く、特色が明確ではないという現状が明らかになった。

今後、既存のカリキュラム資源の統合、特色があるカリキュ

ラムの開発、既存の校内外のカリキュラム資源を充分に利用

した上で、学校と地域の長所を活用し、1 つの側面に絞って

学校の特色であるカリキュラムを開発することが必要であ

る。また、大学教員の文献はほとんど調査研究である一方、

現場教員の文献はほとんど実践研究であり、研究の質が高く

ない現状であった。今後、大学教員と現場教員は共同研究を

行い、より高い質、実施しやすいカリキュラムの開発・研究

を望ましい。
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